
 

 

 

 

 
 
 

後半勝負だと思っていた。 
最後の坂の攻略法は根性。死ぬ気で走りました。 

- 鈴木健吾（宇和島市出身のマラソンランナー）-  

１月19日（月）、校内マラソン大会が行われました。児童

数一名の日振島小学校にとって、このマラソン大会は、誰か

と順位を競う場ではありません。競争相手は、これまでの自

分、自分自身との勝負です。今年度は、年度当初から５分間

走に継続して取り組み、体力づくりを進めてきました。自分

の記録を意識し、少しずつ着実に力を伸ばしてきました。昨

年末には吉田町マラソンにも参加し、校外での“武者修行”

も経験しました。 

そして迎えた校内マラソン大会当日。日振島特有の冬の北

風もなく、暖かな日差しが降り注ぐ絶好のマラソン日和とな

りました。今年も多

くの地域の方々が

沿道に立ち、温かい

声援を送ってくだ

さいました。保護者

や地域の方による

伴走に見守られな

がら、児童は最後まであきらめることなく、力いっぱいコー

スを駆け抜けました。ゴール手前では、保育園児のポンポン

を持った応援が待っており、その声援に背中を押されるよう

に、見事なラストスパートを見せてくれました。結果は自己

ベスト更新。自分との勝負に、しっかりと勝つことができま

した。 

その力走を見ながら、2021年の「びわ湖毎日マラソン」で、

宇和島市出身の鈴木健吾選手が、当時の日本記録を更新する

走りを見せた場面を思い出しました。給水に失敗しながらも、

それをチャンスに変え、最後まで力を振り絞った鈴木選手の

姿。大学時代、箱根駅伝で区間賞を獲得した際に語った冒頭

の言葉からは、最後まであきらめずにやり切ることの大切さ

が伝わってきます。 

まもなく１月も終わります。学校も今年度のラストスパー

トの時期です。今回のマラソン大会で見せてくれた粘り強さ

と前向きな気持ちを、これからの学習や生活にも生かしなが

ら、自分自身を更新し続けてほしいと思います。 

     （日振島小学校 校長） 

 

日 曜日 主 な 行 事 

２ 月 体重測定 

４ 水 フッ化物洗口 

５ 木 句の日 

11 水 建国記念の日  

12 木 あのねタイム フッ化物洗口  

18 水 

参観日・学校保健委員会 

健康づくり出前講座 

学校運営協議会（17:30～） 

19 木 フッ化物洗口 

23 月 天皇誕生日  

24 火 フッ化物洗口 

25 水 鶴島小学校交流学習 

３月の主な予定 

２日（月）身体測定 

３日（火）島外遠足（鶴島小交流学習） 

４日（水）ＰＴＡ全体会 

学年末懇談会 

17日（火）城南中学校卒業式 

20日（金）春分の日  

25日（水）修了式 離任式 

30日（月）離任式 送別会 
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校内マラソン大会 １/19 

天候にも恵まれ、みんなに見守られながら、最後まで力一杯張り切ることができまし

た。自己ベストも大きく更新できました。伴走してくださったみなさん、沿道で温かい声

援を送ってくださったみなさん、ありがとうございました。 

    

    

 


